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研究成果の概要（和文）：プロリン異性化酵素（Pin1）のノックアウトマウス(KO)に対し低酸素誘発性肺高血症
モデルを作製した。低酸素により、野生型マウスでは肺高血圧症が誘発されるのに対しKOでは抑制されていた。
Pin1が肺動脈血管内皮細胞(PAEC)傷害に関与すると仮定し、PAECを用いたin vitro の実験を行った。PAECにお
いて、Pin1ノックダウンはリン酸化eNOS発現を増加させるのに対し、過剰発現は発現を変化させなかった。Pin1
ノックダウンはアポトーシスを抑制するのに対し、過剰発現は促進した。Pin1は肺高血圧症の進展を促進する方
向に働く分子であると推察される。

研究成果の概要（英文）：We investigated the pathophysiological roles of peptidyl prolyl isomerase 1 
(Pin1) in the development of pulmonary hypertension (PH). We generated hypoxia-induced PH model in 
Pin1-knockout mice (KO). Although wild type mice developed PH by hypoxia, KO did not develop. We 
hypothesized that Pin1 contributes to the injury of pulmonary arterial endothelial cell (PAEC); we 
performed in vitro experiments. Phosphorylated eNOS molecule was significantly increased by 
knockdown of Pin1; however, it did not differ by overexpression of Pin1. Apoptosis of PAEC was 
significantly suppressed by Pin1 knockdown; however, it was augmented by Pin1 overexpression. These 
findings suggests that Pin1 plays a role in exaggerating PH, partly via endothelial cell dysfunction
 in pulmonary arteries.

研究分野：循環器内科学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
難治性疾患である肺動脈性肺高血圧症の病態をPin1というユニークな分子を通して解明しようとする研究であ
り、得られた結果は国内外を通しても初めてのものである。Pin1は肺動脈血管内皮細胞の内皮機能抑制と細胞死
促進を介して肺高血圧を促進していることが明らかになった。肺動脈性肺高血圧症の治療効果は限定的であるこ
とから、Pin1抑制が新たな治療法として今後追加される可能性を提示できたものと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
① 肺動脈性肺高血圧症（PAH）は血管平滑筋細胞（PASMC）の著明な増殖による肺動脈壁肥厚・
血管閉塞を本態とし、肺血管抵抗・肺動脈圧上昇を呈する難治性疾患である。PAH の病態に
ガン同様の細胞増殖機序が関与し、その分子を標的にすれば新規治療法の開発に結びつく
のではないかとの着想に至った。 

② プロリン異性化酵素（peptidyl prolyl isomerase 1; Pin1）は、細胞内シグナル分子（キ
ナーゼ・転写因子等）内の Phospho(p)-Ser/Thr-Pro 配列を認識し、その標的分子の cis ⇄ 
trans 構造を変換することにより標的分子活性を制御する。この配列を有する c-Fos, c-
Jun, cdc2, p53, Bcl2, STAT3 等の細胞増殖シグナル・細胞周期・ストレス応答等の関連分
子の活性化に対して Pin1 が関係することが明らかにされており、これらの機能分子の活性
化を介して Pin1 は PAH の病態形成に関与していると考えられている。 

③ その一方 PAH では、肺動脈における血管内皮機能低下があることが明らかにされている。
血管内皮機能は内皮型一酸化窒素合成酵素（eNOS）による一酸化窒素（NO）の産生により制
御される。eNOS 分子は上述の Ser/Thr-Pro 配列を有しており、活性化の際に同部位のリン
酸化の修飾を受けてることが知られている。よって eNOS 分子の活性化において同部位が
Pin1 による制御を受けている可能性がある。 

④ しかしながら、Pin1 が PAH の病態にどのように関与しているかは不明であり、その際 eNOS
が Pin1 の修飾を受けているかも不明である。 

 
２．研究の目的 
① PAH の病態形成において、Pin1が関与する事を Pin1遺伝子破壊マウスを用いて明らかにし、
その際に細胞増殖に関連するキナーゼがPin1により活性化されていることを明らかにする
こと。 

② PAH で認められる肺血管内皮機能低下に関し、eNOS 分子の活性化が Pin1 により制御される
ことを明らかにし、Pin1 が肺血管内皮機能にどのような影響を与えているのかを明らかに
すること。 

 
３．研究の方法 
① 野生型マウス（WT [C57BL6/J]）および全身性 Pin1 ノックアウトマウス（KO）をそれぞれ室
内気および低酸素チャンバー（酸素濃度 10%）内で 3週間飼育し、低酸素誘発性肺高血圧モ
デルを作製した。肺高血圧の有無は右室収縮期圧および右室重量増加にて評価した。 

② 摘出肺組織において、細胞増殖関連キナーゼである Erk および Akt の活性化（リン酸化）
を Western blot にて評価した。 

③ 肺血管内皮機能における Pin1 の関与を調べるために、ヒト肺動脈血管内皮細胞（hPAEC）の
培養系において、Pin1 遺伝子過剰発現およびノックダウンの系を、mRNA および siRNA のト
ランスフェクションにより確立した。また、実際に Pin1 が eNOS 分子に結合して機能して
いるかを免疫沈降法により検討した。Pin1 過剰発現及びノックタウンが eNOS 発現に与える
影響を評価した。 

④ hPAEC の細胞死に対し、Pin1 過剰発現及びノックタウンが与える影響を明らかにした。 
 
４．研究成果 
① WT では、低酸素負荷により右室収縮期圧と右室重量が室内気に比べ有意に増加し、肺高血
圧を呈していた。一方、KO では同処置によりこれらの指標の変化はなく、肺高血圧の病態
形成が抑制されていた。また、低酸素負荷による肺動脈血管中膜の肥厚は、WT では増加す
るのに対し、Pin1-KO では抑制されていた。 

② 摘出肺組織におけるリン酸化 Erk およびリン酸化 Akt の発現は、低酸素負荷により WT にお
いて増加するのに対し、Pin1-KO では、発現増加は抑制されていた。以上より、低酸素誘発
性肺高血圧モデルにおいて、Pin1 は病態形成を促進する方向に関与していることが明らか
になった。 

③ 次に、Pin1 の eNOS に及ぼす影響を検討するため、ヒト肺動脈血管内皮細胞（hPAEC）の培
養系における Pin1 の過剰発現とノックダウンの系を確立した。過剰発現については、in 
vitro 転写キットを用いて作製した Pin1 mRNA をリポフェクション法により遺伝子導入し
（対照は LacZ）、ノックダウンについては、Pin1 遺伝子情報を基にデザインした siRNA を
リポフェクション法により導入した（対照はスクランブル配列の 2 本鎖 RNA）。過剰発現・
ノックダウンともに、Pin1 遺伝発現・タンパクレベルは対照と比べ著明に増加または減少
していた。 

④ Pin1抗体で免疫沈降したタンパク複合体からリン酸化eNOS分子が検出され、リン酸化 eNOS
抗体で免疫沈降した複合体から Pin1 分子が検出されることが、免疫沈降法により明らかと
なった。 

⑤ リン酸化 eNOS の発現は、Pin1 過剰発現では対照と変化なかったが、Pin1 ノックダウンに
より著明に増加した。 

⑥ 最後に、Pin1 発現変化による hPAEC のアポトーシスおよびアポトーシス感受性について検
討した。Pin1 過剰発現はアポトーシスを増加させドキソルビシンによるアポトーシス感受



性を上げることを Caspase-3/7 活性の測定により明らかとなった。一方、Pin1 ノックダウ
ンはアポトーシスを抑制しアポトーシス感受性を低下させることが明らかとなった。また、
アポトーシスの別指標である cleaved caspase-3 の発現においても同様のパターンである
ことが明らかとなった。 

⑦ 以上より Pin1 は、リン酸化 eNOS に結合してその活性を制御していることが明らかとなっ
た。Pin1 の機能増強は、eNOS 活性を抑制し肺血管内皮細胞の細胞死を誘導することにより
血管内皮機能を抑制するのに対し、Pin1 機能喪失は、eNOS 活性を増加させるとともに肺血
管内皮細胞の細胞死を抑制することにより血管内皮機能を保つ方向に働いていることが明
らかとなった。 
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